
 

 

令和７年度 事業報告書 

概 要 

令和７年度における事業概要は、次のとおりである。 

  

１．就業開拓提供事業及び受託事業管理事業 

・ 枚方市駅に「おまかせください、その仕事。会員募集」の電光掲示板設置、YouTube、 

看板・ポスターの設置、枚方市役所広聴相談課の依頼により、『たけうち ちひろ』氏 

デザインを使用したオリジナルカレンダーの作成と配布、ふるさと納税返礼品のお墓 

参り代行サービスなど PR 活動を行った。併せて、公共施設(支所、福祉センター)やス 

ーパー関係などに PR チラシの設置を行った。また、シルバー便りで、口コミ啓発を通 

じて啓発活動に努めた。 

 ・ 参議院議員選挙の期日前投票場、衆議院議員選挙の期日前投票場における駐車場管理 

業務に延べ 52 名の会員が就業した。 

関西医科大学 リハビリテーション学部 作業療法学科より、アプリを使用した認知 

症の検査モニター業務を受託し、74 名の会員が就業した。 

・ 受託事業については、長期固定就業の解消を図るため、公共・民間共にローテーショ 

  ン及びワークシェアリングの導入に努めた。 

・  市補助事業に係る遊休地活用事業（「ふくろうファーム」事業）については、山之上地 

区の農地に加えて田宮地区でも拠点を増やすことができた。令和６年度に引き続き、 

農作物(玉ネギ、とうもろこし、きゅうり、九条ネギ、オクラ等、約 70 種類)の栽培を 

行い、就業機会の拡大に努めた。 

・ 枚方市内のスーパーにも、ふくろうファームで収穫した野菜を取り扱っていただく契 

約を行い、“シルバーブランド”の拡大につなげた。 

・ 令和８年度に向けてふくろうファームの増設による作付面積の拡大を目指すとともに、

山之上地区のいっぷく処、事務所での百菜市、及び事務所内１階ロビーにて、収穫野

菜の提供を行った。 

・ ふくろうファームで収穫した芋の収穫作業にあたり、就労継続支援 B 型施設と提携を 

行い、芋ほりなどの収穫作業や農地の除草作業等の協力を頂いた。 

・ 幅広い世代の居場所づくり事業については、英語講座・スマートフォンお助け相談会・ 

健康ストレッチ教室(ゼロ・リセット セルフ整体講座)などを開催した。 

・ 農作業支援サービスについては、畑・空地の除草・防草シート設置作業・植木剪定な

どを受託した。 

・ 枚方市から受託した生活支援養成者講習を枚方市総合文化芸術センター別館（旧 メ 

セナひらかた）で開催し、５名の会員が講師として就業した。 



・ 7 月より、全国シルバー人材センター事業協会が推進する「未就業者就労支援事業」に

係る企画競争提案事業に参画し、屋外作業に係る草刈機「草刈りまさお」やサポート

ジャケット、ロボットスーツの使用を通じ効果測定を行った。 

・ 全シ協の定時総会において、決議された「地域社会に貢献するシルバー人材センター

の決意と支援の要望」について、市長に決議要請文を提出した。 

・ 介護予防・日常生活支援総合事業については、受注件数 2 件、契約高 324,204 円、就

業実人数 1 人の実績となった。 

・ 就業状況 (請負委任事業) 

・ 受注件数は、昨年度 4,275 件から 4,064 件となった。 

・ 契約高は、昨年度 697,838 千円から 683,025 千円となった。 

・ 就業実人数は、昨年度 1,327 人から 1,323 人となった。 

・ 就業率は、昨年度 74.9％から 76.3％となった。 

 

２. 普及啓発事業 

・  2025（令和 7）年開催の関西万博において、「OSAKA から地域共生の未来をつくるプロ 

ジェクト」の一環として、大阪府シルバー人材センター協議会のもと、当センターの 

リフォーム同好会及び事務局がファッションショーを開催し、センター事業の啓発活 

動に努めた。 

また、枚方市長にもファッションショーのモデルを依頼し、快諾の上ご参加いただき、 

その他関係部局も来場され、多くの皆様に多大なご協力を頂いた。 

また、当センターのファッションショーの催事の様子を撮影した PR 動画が完成し、枚 

方市をはじめ各種関係団体にも配布した。 

・ 大阪府シルバー人材センター協議会の高年齢者活躍人材確保育成事業の一環として、 

枚方市・寝屋川市・交野市を代表して当センターが「高齢者向けセミナー」に招集さ 

れた。シルバーの全体的な事業だけでなく、当センターの「働き・学び・遊び」をモ 

ットーとして、幅広い分野で活躍できるメリットを含めた事業 PR も行うとともに、セ 

ンターに関する相談会も行った。 

・ 枚方市役所健康づくり課が主催している『生きがい就労トライアル事業』の高齢者向 

け説明会に出席し、「プチ就労」を希望する高齢者を対象として、当センターが開催し 

ている英会話教室や健康ストレッチ教室(ゼロ・リセット セルフ整体講座)等の取組 

みや、同好会活動等ついて紹介を行い、7 名の会員募集につなげることができた。 

・ 写友会が開催した、枚方市総合文化芸術センターでの展示会において、同好会会員の 

  協力を得て PR テイッシュ配布など啓発に努めた。 

・ 会員の拡大を図るため、ハローワークとの連携を強め、シルバー便りで口コミ啓発、 

公共施設等、ポスターやパンフレット設置、ホームページには、センター紹介ビデオ・ 

就業情報・同好会活動の掲載を行った。 

 



・  ＮＴＴデータ経営研究所より、ふくろうファームの取材を受け、高床式砂地栽培農法 

やいっぷく処の紹介を行い、施設見学の提供を行った。また、同社の経営研レポート 

に、「シニア世代の地域就労モデルとしての農業活用」として、当センターが遊休耕地 

活用の事例として紹介された。 

 

３. 研修・講習会事業 

・ 大阪府シルバー人材センター協議会・河北地区ブロック及び当センターにおいて、植

木剪定、除草研修会及び安全講習会などを実施した。 

・ 襖・障子・網戸張替、一部の同好会など各種会議及び研修の場として、シルバー作業 

所を活用した。 

 

４. 安全・適正就業推進事業 

・ 総務啓発・安全健康部会(以下 合同部会)では、安全衛生標語の募集や熱中症予防と 

  いった記事をシルバー便りに掲載を行った。また、健康寿命の延伸や防災についての 

啓発方法についても検討を行った。 

・ 当センターが契約している保険会社（株式会社 SORA）より、除草作業で使用している 

低速回転草刈機「スーパーカルマーPRO（アイデック社）」の使用を通じ、20 年以上無 

事故を継続達成している実績がプレスリリースされた。 

・ 全国のシルバー人材センターの取組みを取材している「月刊 シルバー人材センター」 

より、除草業務において全国で唯一 20 年以上の飛び石事故ゼロを続ける会員の功績か 

ら、「安全就業月間」の啓発のために事故対策の指針となる原稿の依頼を受けた。 

・  安全健康部会の取組みとして、カゴメ株式会社と日本生命保険相互会社枚方支社との 

協力のもと、作業所において『ベジ・チェック』を年 8 回実施し、推定野菜摂取 

量を簡単に測定できることで、会員の食習慣改善の行動変容のサポートを行った。 

・  就業支援事業の一環として、ユーピーアール株式会社、CYBER DYNE（サイバーダイン） 

株式会社の協力の下、就業会員を対象に、アシストスーツの無料体験会を開催した。 

・ 枚方市主催、春・秋の交通安全パレードに参加し、交通事故防止啓発に努めた。 

  事故件数は、昨年度 5 件から 3 件（傷害事故 就業中 3 件・就業途上 0 件）となった。 

・ 大阪府シルバー人材センター協議会が行う労働者派遣事業の実施事業所として、適正 

就業の推進に取組み、適正就業ガイドラインをホームページに掲載して周知を図った。 

 

５．調査研究事業 

 ・  合同部会において、今後の事業 PR 方法や会員拡大について検討を行った。 

 

６．職業紹介事業 

・ 有料職業紹介事業については、受注実績はなかった。 

 



７．相談事業 

・ 合同部会が主体となり、コロナ対策を行った上で入会説明会を年間 40 回開催した。 

就業を希望する会員に対し随時就業相談を行った。 

 

８. 労働者派遣事業 

 ・ 請負・委任になじまない受注については、就業機会拡大を図るため、臨時的かつ短期 

   的な労働者派遣事業による就業の提供に努めた。 

 

・  就業状況 (労働者派遣事業) 

・ 受注件数は、昨年度 87 件から 114 件となった。 

・ 契約高は、昨年度 42,697 千円から 59,325 千円となった。 

・ 就業実人数は、昨年度 54 人から 70 人となった。 

 

令和７年度事業実施状況については、次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 








